
被
災
地
応
援
の
取
り
組
み 

社
友
会
分
会 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会 

 

温
泉
番
付
「
東
の
横
綱
」
草
津
温
泉 

草
津
温
泉
は
群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
に
あ
る
温
泉
で
、
草
津

白
根
山
の
東
山
麓
に
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
名
湯
と
し
て

知
ら
れ
、
温
泉
番
付
の
格
付
け
で
も
「
東
の
大
関
」
が
定
位
置
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
評
価
は
い
ま
だ
に
不
動
で
、
町
役
場
の

掲
示
物
に
よ
る
と
「
東
の
横
綱
・
草
津
温
泉
」
で
あ
り
「
温
泉
百

選
・
十
五
年
連
続
第
一
位
」
と
の
こ
と
で
す
。 

草
津
温
泉
を
訪
れ
る
観
光
客
も
年
々
増
え
続
け
、
平
成
二
十

八
年
に
は
宿
泊
客
二
百
四
万
人
・
日
帰
り
客
百
三
万
人
・
合
計
で

三
百
七
万
人
と
、
初
め
て
年
間
三
百
万
人
の
大
台
に
乗
り
ま
し

た
。
そ
の
翌
年
の
平
成
二
十
九
年
に
は
、
宿
泊
客
二
百
二
十
二
万

人
・
合
計
で
三
百
二
十
五
万
人
と
前
年
比
五
・
八
％
の
増
加
と
な

り
、
ま
さ
に
「
東
の
横
綱
」
の
座
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
し
た
。 

 

前
兆
の
な
い
突
然
の
噴
火 

平
成
三
十
年
一
月
二
十
三
日
午
前
十
時
過
ぎ
、
多
く
の
ス
キ

ー
客
で
賑
わ
う
草
津
国
際
ス
キ
ー
場
わ
き
の
本
白
根
山
鏡
池
の

北
側
で
、
前
兆
の
な
い
突
然
の
噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。
折
あ
し

く
ス
キ
ー
場
で
訓
練
中
だ
っ
た
自
衛
隊
員
一
名
が
噴
石
に
当
た

っ
て
死
亡
し
た
ほ
か
、
自
衛
隊
員
七
名
と
ス
キ
ー
客
四
名
の
計

十
一
名
が
負
傷
し
ま
し
た
。 

即
日
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
入
山
規
制
・
警
戒
範
囲
二
キ
ロ
の

「
レ
ベ
ル
三
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
火
山
活
動

が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、
三
月
十
六
日
に
「
レ
ベ
ル
二
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
季
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
志

賀
高
原
や
万
座
へ
抜
け
る
人
気
の
観
光
道
路
で
あ
る
志
賀
・
草

津
道
路(

国
道
二
百
九
十
二
号
線)

も
、
例
年
通
り
四
月
二
十
日

に
開
通
し
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
間
も
な
く
湯
釜
付
近
で
火
山
性
地

震
が
頻
発
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
高
い
人
気
を
誇
る
高
原
ル
ー

ト
は
二
十
二
日
に
は
再
び
通
行
止
め
と
な
り
、
九
月
二
十
一
日

に
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
二
十
八
日
に
は
ま
た
も
や
通
行
止
め

と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

■ 

社
友
会
分
会
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」
の
被
災
地
訪
問
も

六
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
本
白
根
山
の
突
然
の
噴

火
に
よ
り
被
災
し
た
草
津
温
泉
周
辺
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 今

年
も
北
海
道
や
中
・
四
国
な
ど
、
甚
大
な
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
地
域
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

(草津町役場のポスター) 

 

（通行止めとなった 292号線） 

 

（草津町役場のカウンター） 

 

本白根山の噴火(1/23) 

 

 

 



草
津
国
際
ス
キ
ー
場
が
・
・
・ 

一
月
二
十
三
日
の
噴
火
は
、「
草
津
国
際
ス
キ
ー
場
」
に
あ
る

白
根
火
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
山
頂
駅
近
く
で
発
生
し
ま
し
た
。

白
根
火
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
平
均
二
十
セ
ン
チ
程
度
の
噴
石
を

浴
び
て
山
頂
駅
屋
根
に
穴
が
開
い
た
ほ
か
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
多
く

が
破
損
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
翌
日
か
ら
天
狗
山
ゲ
レ
ン
デ
と

御
成
山
ゲ
レ
ン
デ
の
み
で
営
業
を
再
開
し
た
も
の
の
、
二
月
九

日
に
「
白
根
火
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
山
頂
付
近
の
本
白
根
ゲ
レ
ン
デ
・
山
頂
部
か
ら
の

沢
コ
ー
ス
（
清
水
沢
コ
ー
ス
・
振
子
沢
コ
ー
ス
）
が
廃
止
と
な
り
、

草
津
国
際
ス
キ
ー
場
の
上
級
者
向
け
名
物
コ
ー
ス
が
姿
を
消
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 草
津
温
泉
へ
の
影
響 

草
津
温
泉
は
、
噴
火
し
た
本
白
根
山
よ
り
五
・
五
キ
ロ
以
上
、

火
山
活
動
が
懸
念
さ
れ
る
湯
釜
か
ら
は
七
キ
ロ
以
上
離
れ
て
お

り
、
噴
火
の
直
接
的
な
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
月
二
十

三
日
の
噴
火
に
よ
る
直
接
的
被
害
も
「
草
津
国
際
ス
キ
ー
場
」
付

近
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
草
津
温
泉
へ
の
観
光
客
数
は
二
十
三
日
と

下
旬
に
発
生
し
た
災
害
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
月
ひ
と
月

で
五
・
〇
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
翌
二
月
も
前
年
比
五
・

〇
％
、
三
月
五
・
三
％
、
四
月
六
・
一
％
と
減
少
が
続
き
、
本
来

な
ら
「
志
賀
・
草
津
高
原
ル
ー
ト
」
が
開
通
し
て
い
る
は
ず
の
五

月
に
は
、
前
年
比
十
五
・
四
％
と
大
き
く
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。 こ

れ
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
草
津
町
は
観
光
団
体
と
と
も
に

「
経
済
緊
急
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
観
光
協
会
と
観
光
公
社
を

町
が
直
接
指
揮
す
る
体
制
を
構
築
し
て
、
風
評
被
害
の
払
拭
に

乗
り
出
し
ま
し
た
。 

六
月
十
五
日
に
「
安
全
宣
言
」
を
出
し
て
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
大
き
く
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
九
月

ま
で
の
限
定
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
と
し
て
町
内
の
宿

泊
施
設
な
ど
で
使
え
る
「
く
さ
つ
温
泉
感

謝
券
」
の
返
礼
割
合
を
三
割
か
ら
四
割
に

引
き
上
げ
て
梃
子
入
れ
を
図
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
観
光
客
の
減
少
幅
は
少
し
ず

つ
小
さ
く
く
な
り
ま
し
た
が
、
九
月
の
減

少
幅
は
な
お
前
年
比
十
二
・
八
％
も
あ

り
、
人
気
の
「
志
賀
・
草
津
高
原
ル
ー
ト
」

の
閉
鎖
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
ま
す
。 

 

お
訪
ね
く
だ
さ
い
‼ 

私
た
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
一
行
は
、
ち
ょ
う
ど
紅
葉
の

見
ご
ろ
の
十
一
月
四
日
に
草
津
温
泉
を
訪
ね
ま
し
た
。
東
京
か

ら
関
越
自
動
車
道
を
走
り
、
渋
川
伊
香
保
Ｉ
Ｃ
で
降
り
て
伊
香

保
温
泉
へ
の
分
岐
を
左
に
見
な
が
ら
、
日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街

道
を
吾
妻
川
に
沿
っ
て
ひ
た
す
ら
西
へ
進
み
ま
す
。 

渓
谷
が
深
く
な
っ
て
く
る
と
紅
葉
真
っ
盛
り
の
吾
妻
峡
で
す
。

渓
谷
を
吾
妻
川
ま
で
降
り
、
素
晴
ら
し
い
紅
葉
や
奇
岩
を
楽
し

み
な
が
ら
川
に
沿
っ
た
遊
歩
道
を
遡
る
と
、
巨
大
な
八
ッ
場
ダ

ム
（
建
設
中
）
を
目
前
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

新
・
川
原
湯
温
泉
か
ら
不
動
大
橋
を
渡
り
、
道
の
駅
「
八
ッ
場

ふ
る
さ
と
館
」
を
過
ぎ
る
と
二
十
キ
ロ
ほ
ど
で
草
津
温
泉
で
す
。

東
京
か
ら
の
時
間
距
離
は
電
車
・
自
動
車
と
も
三
時
間
程
度
と
、

比
較
的
短
時
間
で
行
け
る
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。 

翌
日
は
月
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
草
津
温
泉
の
湯
畑
・
光
泉

寺
周
辺
は
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
白
根
山
山

麓
に
は
西
の
河
原
公
園
や
草
津
温
泉
ス
キ
ー
場(

「
草
津
国
際
ス

キ
ー
場
」
か
ら
名
称
変
更)

な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
あ
り
、

さ
す
が
に
年
間
三
百
万
人
が
訪
れ
る
観
光
地
と
の
印
象
を
受
け

ま
し
た
。 

湯
釜
・
白
根
山

周
辺
の
火
山
活
動

は
な
お
予
断
を
許

さ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
草
津

温
泉
街
へ
の
影
響

は
心
配
な
し
と
の

こ
と
。「
ふ
る
さ
と

納
税
」
で
の
支
援

返
礼
品
の
「
く
さ

つ
温
泉
感
謝
券
」

な
ど
を
活
用
し
て

名
高
い
名
湯
を
堪

能
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

 

（廃止が決定した白根火山ロープウェイ） 

 

「くさつ温泉感謝券」 

 

（有名な「湯畑」） 


